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Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
９
月
25
日
、
中
海
干

拓
研
修
セ
ン
タ
ー
で
出
荷
検
討
会
を
行
い
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
協
議
会
の
渡
部
卓
也
代
表
や
Ｊ
Ａ
関
係

者
、
生
産
者
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
今
後
「
さ
つ
ま
い
も
」
を

特
産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
県
内
の
市

場
に
向
け
て
共
販
出
荷
を
開
始
す
る
た
め
に
、
出
荷
規
格
や
品
質
基

準
な
ど
を
確
認
す
る
目
的
で
、
今
回
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
渡
部
代
表
は
「
水
不
足
で
生
育
が
心
配
だ
っ
た
が
、
試
し

掘
り
を
し
て
み
た
ら
案
外
良
い
も
の
が
で
き
て
い
て
、
収
量
も
良
か
っ

た
と
思
う
。
高
付
加
価
値
な
さ
つ
ま
い
も
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。

　

研
修
会
で
は
、
園
芸
特
産
課
の
犬
山
浩
二
係
長
よ
り
、
出
荷
日
程

や
規
格
、
資
材
の
提
案
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
美
味
し
ま
ね
認

証
の
取
得
時
期
や
販
売
に
関

す
る
状
況
等
を
確
認
。
そ
の

後
、
生
産
者
が
試
し
掘
り
を

し
て
持
ち
寄
っ
た
さ
つ
ま
い

も
を
用
い
て
、
実
際
に
出
荷

規
格
に
つ
い
て
目
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。

　

犬
山
係
長
は
「
今
回
が
初

め
て
の
取
り
組
み
に
な
る
の

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン

ド
化
と
、
よ
り
高
品
質
な
品

物
が
お
届
け
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

「
さ
つ
ま
い
も
」
出
荷
検
討
会
を
実
施

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

根本のカット位置を実践してみせる犬山係長（左）

出荷規格について確認する参加者

出荷規格について確認する参加者

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は

９
月
12
日
、
中
海
干
拓
研

修
セ
ン
タ
ー
で
「
く
に
び

き
レ
タ
ス
」
目
合
わ
せ
会

を
行
い
、
生
産
者
８
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
県
内
外

の
市
場
に
向
け
て
共
販
出

荷
を
開
始
す
る
た
め
に
、

出
荷
規
格
や
品
質
基
準
な

ど
を
確
認
す
る
目
的
で
実

施
し
た
も
の
。

　

当
日
は
、
園
芸
特
産
課
の
犬
山
浩
二
係
長
が
「
暑
い
日
が

続
き
植
付
後
の
管
理
が
大
変
難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

栽
培
講
習
等
で
得
た
技
術
や
栽
培
方
法
を
厳
守
い
た
だ
き
、

管
理
を
徹
底
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
品
質
の
高
い
レ
タ
ス
を

よ
り
多
く
出
荷
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
収
穫
時
間

の
説
明
や
収
穫
適
期
の
見
分
け
方
等
の
説
明
を
行
い
、
出
荷

時
の
注
意
点
と
し

て
根
本
の
カ
ッ
ト

位
置
を
実
践
指
導

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
福
岡

和
明
さ
ん
（
八
束

町
）
は
「
昨
年
は

虫
が
多
く
発
生
し

て
し
ま
い
収
量
が

減
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、今
年
は
し
っ

か
り
防
除
を
行
っ

て
収
穫
に
臨
み
た

い
」
と
話
し
ま
し

た
。

「
く
に
び
き
レ
タ
ス
」
目
合
わ
せ
会
を
実
施

10月19日(土)～11月17日(日) 
肥料農薬２割引特売セール肥料農薬２割引特売セール

※1人あたりの割引対象数量は、肥料10袋、農薬は5本・5袋までとします。

肥 料 ●A801 ●S604 ●ホウ素入野菜美人 ●化成肥料14-14-14 ●ふりかけ堆肥
●サンライム ●JAの土・苦土石灰(粒・粉) ●畑のカルシウム ●牛糞堆肥

殺虫・殺菌剤 ●ダイアジノン粒5 ●ジェイエース粒剤 ●プロポーズ顆粒水和剤
除 草 剤 ●トレファノサイド粒2.5 ●ラウンドアップマックスロード(各規格） ●バスタ液(各規格）

対象期間

対象品目

※予定数量になり次第、
�終了とさせていただきます。

業
績
還
元

業
績
還
元

ＪＡグリーン
つだ・かわつ

グリーンショップ
ふるえ・やくも・しんじ

挨拶をする渡部代表

102024.10 2024.10
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Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

意見を交わす越野本部長（左奥）と國谷組合長（右奥)、松浦理事（右)、菊地TAC（手前）

ＪＡに１袋でも多く出荷いただきますようお願いします！

目標数量 集荷袋数 目標数量対比
93,000 44,714 48.08%

令和6年10月4日現在

※各品種の数量には加工用米を包含していません。

品種名 申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比 昨年同期（10月6日）
１等 ２等 ３等 集荷数量 １等米比率 申出数量対比

う
る
ち

ハ ナエチゼン － － － － － － － 3,128 40.20% 70.20%
つきあかり 11,455 7,646 4,275 1,839 441 55.9% 66.75% 4,941 17.10% 88.45%
コシ ヒカリ 20,642 10,486 1,311 5,096 2,504 12.5% 50.80% 16,807 4.40% 76.62%
きぬむすめ 40,298 9,594 5,536 634 251 57.7% 23.81% 6,562 74.60% 16.25%
つ や 姫 22,639 16,946 10,838 2,950 345 64.0% 74.85% 16,155 64.20% 84.43%
そ の 他 2 0 0 0 0 － 0.00% 56 100.00% 0.00%
う る ち 計 95,036 44,672 21,960 10,519 3,541 49.2% 47.01% 47,649 36.90% 52.08%

も    ち 1,006 42 18 5 19 42.9% 4.17% 63 0.00% 5.06%
合    計 96,042 44,714 21,978 10,524 3,560 49.2% 46.56% 47,712 36.90% 51.45%

（単位：袋・％）

申出数量 集荷数量 等　　級 １等米比率 申出数量対比１等 ２等 ３等
加 工 用 米 213 183 53 14 116 29.0% 85.92%

　　　　　　　　令和6年産米集荷状況

くにびき地区本部

集荷状況は
こちらから

©よい食P

お問い合わせ 　営農企画課　ＴＥＬ：55-3030

令和6年分農業所得申告支援システムのご利用について
このシステムはJA貯金を介した農業関連取引を申告科目に分類し、収支計算の補完資料として活用して
いただくものです。
①令和5年分に農業所得申告支援システムをご利用いただいた方
　　10月のふれあい訪問日にて封書を送付しますので内容をご確認願います。
②令和6年分から新規ご利用を希望される方　※①以外の方
　　最寄りの支店窓口にて申込手続きを行ってください。

受付期間
10月１7日（木）

～

令和7年1月16日（木）

令
和
６
年
度
担
い
手
訪
問
を
実
施

米集荷目標9
万3千袋

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
８
月
２
日
～
９
月
４
日
、
担

い
手
農
業
者
へ
役
員
と
同
行
訪
問
し
ま
し
た
。

　

担
い
手
訪
問
は
、
令
和
６
年
産
米
集
荷
対
策
の
一
環

と
し
て
実
施
。
日
頃
の
感
謝
を
含
め
米
出
荷
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
、
併
せ
て
23
経
営
体
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
に
は
、
越
野
浩
昭
本
部
長
と
菊
地
雅
也
Ｔ

Ａ
Ｃ
、
栂
晶
博
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
、
玉
湯
町
林
地
区
に
あ
る　

林
本
郷
を
訪
れ
、
國
谷
益
雄
組
合
長
・
松
浦
幸
治
理
事
へ
、

米
出
荷
の
お
願
い
と
検
査
状
況
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
の
國
谷
組
合
長
は
「
暖
冬
や
酷
暑
、
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
の
影
響
に
よ
る
品
質
や
収
量
に
つ
い
て
懸
念
し

て
い
る
。
た
だ
、
概
算
金
が
上
が
り
感
謝
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
越
野
本
部
長
は
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に

つ
い
て
は
、
管
内
各
地
で
被
害
報
告
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
と

し
て
何
か
支
援

で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
き
た

い
。
概
算
金
に

つ
い
て
は
、
生

産
コ
ス
ト
上
昇

に
対
し
て
精
一

杯
の
金
額
で
決

定
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

（農）

出荷を出荷を
お願いお願い
します！します！

©よい食P
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～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

営農総合センター１階ロビー 教育文化センターSan・san館

家家のの光光愛読者の集い開催！！愛読者の集い開催！！
　くにびき地区本部は９月７日、「第28回JAしまねくにびき『家の光』愛読者の集い」を開催し
ました。これまで冬に開催することが多い集いでしたが、今回は残暑が厳しく、また農繁期最中
での開催にもかかわらず多くの方にお集まりいただき、大いに盛り上がりました。
　参加者からは「涙あり笑いあり安らぎありの内容で楽しめた」「講演で大笑いしてリフレッシュ
できた」など有意義な時間を過ごした様子で、盛会のうちに幕を閉じました。

今回はくにびき地区本部営農総合センターを主会場とし、女性部各
支部・グループによる作品等を展示。また、教育文化センターSan・
san館では、女性部や青年連盟等が農産物や加工物・工芸品等の出店
販売を行いました。

女性部「ゆりかごの会」が『家の光』に掲載され
た読者投稿や自身の体験談などを織り交ぜて朗読。

女性部鹿島支部のメンバーで構成される「かしま
舞の会」が日本舞踊を美しくしっとりと舞い、参
加者一同を魅了しました。

読み聞かせ読み聞かせ 踊　り踊　り

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報
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組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

越野本部長から特等の島根和牛肉を受け取る松浦輝子さん

家家のの光光愛読者の集い開催！！愛読者の集い開催！！第28回

10：30～ 開会
10：50～ 【読み聞かせ】

　くにびき女性部 ゆりかごの会
11：10～ 【記事活用紹介】

　（一社）家の光協会
11：30～ 【アトラクション】

　かしま舞の会
12：00～ 【昼食・休憩】

13：00～ 【講演】
　「かたりの世界」山田　雅人 氏

14：30～ お楽しみ抽選会
15：00 閉会

次　第

山田雅人氏によるかたりの世界。語りの内容は当日のサプライズで、メジャーリーグでの記録更新で注目
されている、野球選手の「大谷翔平物語」を語っていただきました。また、家族の絆を感じる自身のエピソー
ドをはさみ、最後は昨年末に亡くなった歌手の「八代亜紀物語」を語って、締めくくりました。笑いあり
涙ありの語りに参加者からは、来年もぜひ語りを聞きたいと大きな反響をいただきました。

（一社）家の光協会より、『家の
光』別冊付録「脳活のススメ」
からクイズに挑戦したり、リ
ニューアルした内容等について
説明。

当選者には島根和牛肉や
シャインマスカット、平飼
いたまごや家の光図書など
を贈呈。

「山田雅人 かたりの世界」
講師　山田雅人氏

講　演講　演

記 事 活用紹介記 事 活用紹介

お 楽しみ抽選会お 楽しみ抽選会

挨拶をする
越野浩昭本部長

　　　『家の光』愛読者の集いは、
　愛読者の交流と記事活用を図り、相
　　互の理解と結びつきを深めることを目
　　　的に実施しています。当会を契機に、
　　　愛読者の仲間をお誘い合わせ増やし
　　　ていただき、来年で創刊100周年を
　　　迎える『家の光』を、ぜひご家庭に
　　　１冊ご購読いただきますよう
　　　お願いします。

く
に
び
き
地
区
本
部
情
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燦
燦
会「
会
員
企
業
見
学
会
」を
開
催

あ
ま
い
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
収
穫
！

　
～
サ
ン
サ
ン
女
子
大 

第
４
回
講
座
～

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

収穫の仕方について説明する石川さん（手前）と参加者

　

く
に
び
き
地
区
本
部
と
１
７
０
の
企
業
、
団
体
で
構

成
す
る
「
燦
燦
会
」（
松
浦
嘉
昭
会
長
）
は
９
月
11
日
、

会
員
企
業
見
学
会
を
開
催
し
、
16
企
業
よ
り
24
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
を
出
発
し
、
広
島
県
安
佐
北
区

に
あ
る
中
国
電
力
㈱
南
原
発
電
所
を
見
学
。
同
所
は
、

昭
和
51
年
に
運
転
を
開
始
し
た
揚
水
式
の
発
電
所
で
、

広
島
県
西
部
を
流
れ
る
太
田
川
の
支
流
南
原
川
に
、
明

神
ダ
ム
（
上
池
）
と
南
原
ダ
ム
（
下
池
）
の
２
つ
の
ダ

ム
を
造
り
、
落
差
３
０
０
ｍ
を
利
用
し
て
発
電
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
発
電
所
は
自
然
を
壊
さ
な
い
よ
う
地
下

に
あ
り
、
大
き
さ
は
10
階
建
て
の
デ
パ
ー
ト
ほ
ど
の
大

き
さ
に
な
り
ま
す
。

　

見
学
後
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
直
営
の
農
畜
産
物

直
売
所
「
と
れ
た
て
元
気
市
」
を
訪
れ
、
買
い
物
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
「
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
を
見
学
で
き
て
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で

き
た
」「
原

子
力
発
電
所

や
火
力
発
電

所
は
見
た
こ

と
が
あ
っ
た

が
、
水
力
発

電
所
は
初
め

て
だ
っ
た
の

で
、
見
学
す

る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も

良
か
っ
た
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
９
月
14
日
、
玉
湯

町
の
石
川
農
園
で
「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
収
穫
」
講

座
を
実
施
し
、
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
石
川
農
園
の
石
川
芳
廣
氏
よ
り
、「
ト

マ
ト
は
水
を
た
く
さ
ん
与
え
て
、
大
き
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
水
や
り
を
止
め
る
と
甘
く
な
る
。
ヘ
タ
の
少

し
上
に
あ
る
膨
ら
ん
だ
部
分
に
、
少
し
力
を
入
れ
て

押
す
と
ヘ
タ
を
つ
け
た
ま
ま
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
特
長
や
収
穫
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
真
っ

赤
に
実
る
ト
マ
ト

を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
同

じ
品
種
で
も
形
が

様
々
で
驚
い
た
。
ヘ

タ
を
つ
け
た
ま
ま

収
穫
す
る
の
も
難

し
く
、
良
い
体
験
が

で
き
た
」「
防
虫
の

仕
方
な
ど
も
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
、
家

で
の
栽
培
の
参
考
に

な
っ
た
」「
ト
マ
ト

好
き
に
は
た
ま
ら
な

い
企
画
だ
っ
た
」と
、

収
穫
し
た
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
を
手
に
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

収穫したフルーツトマトを手に笑顔を見せる参加者

挨拶する藤原新支部長（右）と松本新副支部長（右から２番目）、
青山新副支部長（左から２番目）、松本新副支部長（左）

松
江
市
農
政
会
議「
川
津
支
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

設
立
総
会
開
催

　

松
江
市
農
政
会
議
の
４
支
部
（
川
津
支
部
・
朝
酌
支
部
・
本

庄
支
部
・
持
田
支
部
）
が
統
合
し
、
８
月
26
日
、
サ
ン
ラ
ポ
ー

む
ら
く
も
で
「
川
津
支
部
」
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
支
部
会
員
４
３
２
名
の
う
ち
、
代
議
員
20
名
（
委
任
状

出
席
９
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
４
支
部
を
代
表
し
て
旧
朝
酌
支
部
の
青
山
嘉
夫
支

部
長
が
「
会
員
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
組
織
の
効
率

化
と
体
制
の
強
化
を
図
り
、
よ
り
充
実
し
た
支
部
組
織
の
構
築

に
取
り
組
む
た
め
、
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
活
動

を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
様
々
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
く
に
び
き
地
区
本
部
の
中
村
隆
副
本
部
長
が
「
農

政
活
動
は
農
村
地
域
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
、
生
活
環
境
の

維
持
や
地
域
環
境
の
活
性
化
な
ど
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

会
員
の
皆
さ
ん
で
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
支
部
活
動
が
活
性
化

す
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
朝
酌
地
区
の
野
津
徹

さ
ん
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
規
約

や
令
和
６
年
度
活
動
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
な
ど
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

支
部
長
に
は
持
田
地
区
の
藤
原

薫
さ
ん
が
選
ば
れ
、「
新
体
制
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情

報
共
有
等
を
行
い
、
協
力
し
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
出
席
者
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

支

部

長
藤
原　

薫（
持
田
）

副
支
部
長
松
本
一
徳（
川
津
）

副
支
部
長
青
山
嘉
夫（
朝
酌
）

副
支
部
長
松
本
広
明（
本
庄
）

新
支
部
長
・
副
支
部
長
（
敬
称
略
）
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ち
ぎ
り
絵
グ
ル
ー
プ

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

　

く
に
び
き
女
性
部
健
康
グ
ル
ー
プ
は
９
月
10
日
、

営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
女
性
部
健
診
を
行
い
、
81
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
健
診
は
毎
年
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
女
性

部
の
特
別
な
健
診
と
し
て
好
評
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

が
受
診
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
血
液
検
査

や
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
用
な
胸
部
Ｃ
Ｔ
、
筋
肉

量
測
定
な
ど
の
他
、
一
般
的
な
健
診
で
は
受
診
で
き

な
い
骨
密
度
測
定
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
項
目
も
実
施
。

　

受
診
者
は
「
助
成
も
あ
る
た
め
、
少
な
い
負
担
で
多
く
の
項
目
を
検
査
し
て
も

ら
え
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
１
年
に
１
回
の
受
診
で
安
心
を
し
て
１
年
を

過
ご
せ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
女
性
部
の
グ
ル
ー
プ
秋コ

ス
モ
ス桜

（
井
上
紀
美
枝
代
表
・
６
名
）
は
、
９
月

18
日
か
ら
23
日
ま
で
島
根
県
立
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
「
松
江
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル

展
」
に
、
４
名
の
メ
ン
バ
ー
が
作
品
を
出

展
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
月
１
回
く
に
び
き

地
区
本
部
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・

ｓ
ａ
ｎ
館
で
、
旅
先
の
風
景
や
写
真
を
基

に
ち
ぎ
り
絵
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
で
３
回
目
と
な
る
出
展
に
、
井
上
代
表

は
「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
ち
ぎ
り
絵

を
今
回
も
見
て
い
た
だ
き
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
展
示
へ
の
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
項
目
で
充
実
し
た
健
診
内
容

　
く
に
び
き
女
性
部
定
期
健
診
を
実
施

ち
ぎ
り
絵
を
作
品
展
に
出
展

　
～
女
性
部「
グ
ル
ー
プ
秋
桜
」～

問診を受ける受診者

NHK職員の説明を聞く女性部員宍道湖を一望できる店内でランチ

ちぎり絵の展示を鑑賞

展望テラスで美しい眺望を体感

（左から）今岡節子さん、森山許代さん、井上代表、岸本みや子さん

く
に
び
き
女
性
部

　

く
に
び
き
女
性
部
文
化
歴
史
・
趣
味
グ
ル
ー
プ
は
９

月
19
日
・
20
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
の
見
学
を
行
い
、

午
前
・
午
後
の
部
に
分
け
、
合
計
75
名
の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
局
は
、
昨
年
の
３
月
に
新
放
送
会
館
が
オ
ー
プ
ン
。

新
し
く
な
っ
た
ス
タ
ジ
オ
等
を
回
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ス

タ
ジ
オ
で
用
い
る
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
や
放
送
用
機
材
等

を
実
際
に
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
３
階
に
あ

る
展
望
テ
ラ
ス
で
は
宍
道
湖
が
一
望
で
き
、
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
が
、
残
暑
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
美
し
い
景
色
に
、

参
加
者
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
島
根
県
立
美
術
館
の
中
に
あ
る
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
シ
ヌ
）
で
地
元
食
材
を
使
用
し
た
フ
レ
ン
チ

を
楽
し
み
、同
館
に
て
開
催
中
の「
松
江
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展
」で
、同
女
性
部
の
グ
ル
ー

プ
秋コ
ス
モ
ス桜
の
メ
ン
バ
ー
が
出
展
し
て
い
る
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
見
学
。
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
見
る
の
が
よ
り
楽
し
み
に
な
っ
た
。
料

理
も
美
味
し
く
、
女
性
部
グ
ル
ー
プ
の
作
品
も
鑑
賞
で

き
て
良
い
１
日
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
を
見
学
！

　
～
女
性
部
文
化
歴
史・趣
味
グ
ル
ー
プ
～
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参加者の皆さん

１位に輝いた栄本さん
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間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は

９
月
27
日
、
越
野
浩
昭
本

部
長
ら
が
松
江
市
役
所
を

訪
れ
、
事
故
防
止
へ
の
願

い
を
込
め
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

40
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈

は
昭
和
47
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
寄
贈
し
た
40
基

を
含
め
る
と
、
累
計
で
２
，２
４
７
基
と
な
り
ま
す
。
ま

た
Ｊ
Ａ
共
済
の
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
今
年
４
月
に

は
市
内
の
中
学
校
へ
自
転
車
用
の
夜
光
反
射
テ
ー
プ
を

１
，５
３
６
個
、
反
射
タ
ス
キ
を
７
２
６
個
寄
贈
す
る
な

ど
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

越
野
本
部
長
は
「
毎
年
寄
贈
し
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
、

少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
願
っ
て
い
る
」
と
目
録

と
趣
意
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

上
定
昭
仁
松
江
市
長
は
「
昨
年
寄

贈
い
た
だ
き
設
置
し
た
場
所
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
本
当
に
危
険
な
場
所

が
多
く
、
さ
ら
に
必
要
な
場
所
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
本
年
も
寄
贈
い

た
だ
い
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
う
。

地
域
の
交
通
安
全
の
更
な
る
充
実
に

向
け
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

市
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
40
基
を
寄
贈

　

津
田
支
店
運
営
委
員
会

（
金
森
達
央
委
員
長
）
は

９
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
旧
竹

矢
倉
庫
で
「
第
24
回
ジ
ャ

ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
農
産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
開

催
。
団
体
と
個
人
の
部
で
か
ぼ
ち
ゃ
の
量
を
競
い
合
い
、
団
体

の
部
で
は
一
集
落
３
個
の
総
重
量
に
よ
り
順
位
を
決
め
ま
す
。

　

当
日
は
、
支
店
運
営
委
員
や
集
落
委
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど

約
25
名
が
参
加
。
は
じ
め
に
金
森
委
員
長
が
、「
初
め
は
竹
矢
地

区
だ
け
で
行
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
生
育
し
て
も
ら
え
る
地
区

も
増
え
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
交
流
を
図
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

異
常
気
象
が
続
き
生
育
も
難
し
い
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
団
体
の
部
は
上
竹
矢
地
区
、
個
人
の
部
は
昨
年

に
続
き
、
栄は
え
も
と本
実
さ
ん
（
浜
分
）
が
１
位
。
栄
本
さ
ん
は
「
県
外

と
比
べ
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
大
き
く
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
肥
料

等
を
県
外
か
ら
取
り
寄
せ
た
り
し
て
、
二
年
連
続
で
１
位
を
と
れ

た
こ
と
は
嬉
し
く
思
う
。
来
年
も
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
づ
く
り
を
頑

張
り
た
い
」
と
喜
び
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
！

　
個
人
の
部
１
位
は
栄は

え
も
と本
実
さ
ん

～くにびき地区本部の取り組み～地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。

　

く
に
び
き
女
性
部
宍
道

支
部（
永
江
り
え
支
部
長
）

は
９
月
13
日
、
宍
道
町
内

の
介
護
施
設
２
か
所
を
訪

れ
、
ウ
エ
ス
（
汚
れ
を
拭

き
取
る
際
に
用
い
る
布
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
毎
年
敬

老
の
日
に
併
せ
て
実
施

し
、
女
性
部
員
が
持
ち
寄
っ
た
タ
オ
ル
を
Ａ
４
大
の

大
き
さ
に
切
っ
た
も
の
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
女
性
部
員
と
宍
道
支
店
職
員
の
４
名
が

２
班
に
分
か
れ
、「
こ
こ
ろ
の
都 

宍
道
」
と
「
縁
結

び
福
祉
会
」
の
２
か
所
を
訪
問
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
、
箱
詰
め
し
た
ウ
エ
ス
と
と
も
に
チ
ラ
シ
で
作
っ

た
ご
み
入
れ
や
、
色
紙
で
作
っ
た
工
芸
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
の
都 

宍
道
」
で
は
、
内
田
直
政

代
表
取
締
役
が
「
ウ
エ
ス
は
毎
日
使
い
、
す
ぐ
無
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。
永
江
支
部
長
は
「
ウ
エ
ス
寄
贈
は
今
年

で
５
回
目
。
今

ま
で
女
性
部
員

か
ら
集
め
て
い

た
も
の
が
、
今

で
は
部
員
以
外

の
方
か
ら
も
お

声
が
け
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
に
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て

嬉
し
く
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
へ
ウ
エ
ス
寄
贈

　
～
く
に
び
き
女
性
部
宍
道
支
部
～

寄贈したウエスやごみ入れ、工芸品

「こころの都 宍道」の内田代表取締役（左奥）と職員の方に
ウエス等を手渡す永江支部長（右奥）と小田禮子副支部長（右端）

交
通
安
全
運
動
を
Ｊ
Ａ
も
応
援

Ｊ
Ａ
共
済
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
秋

の
交
通
安
全
運
動
」
に
呼
応
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

寄
贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
支
店
で
は
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
活
用
し
、

窓
口
で
来
店
者
へ
声
を
掛
け
た
り
、
渉
外
担
当
者
が

訪
問
先
へ
注
意
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
交
通
安
全
意
識

の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

上定市長（右）に目録と趣意書を
手渡す越野本部長

１位 栄本 　実（浜分）31.3kg
２位 広江 朝夫（浜分）22.8kg
２位 岡田 宏美（浜分）22.8kg

１位 上竹矢地区 52.6kg
２位 大草地区 11.5kg

【個人の部】 
※２位は同率　（敬称略）

【団体の部】 
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元
く
に
び
き
年
金
友
の
会
の
会
長
で
、

東
出
雲
支
店
の
支
店
運
営
委
員
を
務
め
る

同
町
揖
屋
の
三
島
武
さ
ん
（
81
）
が
、
佐

賀
県
で
行
わ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
以

下
、
国
ス
ポ
）
で
、
公
開
競
技
で
あ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
島
根
県
代
表
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
に
は
、
三
島
さ
ん
を
く
に
び
き
地
区
本
部
に
招
き
、
越

野
浩
昭
本
部
長
か
ら
国
ス
ポ
出
場
の
お
祝
い
を
贈
呈
。
越
野
本
部
長

は
「
年
金
友
の
会
は
、
健
康
増
進
や
会
員
相
互
の
交
流
を
目
的
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
当
地
区
本
部
も
支
援

し
て
い
る
。
会
員
の
中
か
ら
国
ス
ポ
に
出
場
と
い
う
の
は
大
変
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
年
金
友
の
会
活
動
の
励
み
に
も
な
る
。
ぜ
ひ
上
位

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

三
島
さ
ん
は
「
町
内
の
地
区
で
チ
ー
ム
（
崎
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
が

発
足
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て

36
年
が
経
ち
、
様
々
な
大
会
に
出
場
し
て
き
た
が
、
初
め
て
の
国
ス

ポ
出
場
で
緊
張
し
て
い
る
。
精
一
杯
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

体
調
を
整
え
、
競
技
に
臨
み
た
い
と
思
う
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て
は
、「
特
別
な
こ
と
は
な
く
、
適

度
に
運
動
を
し
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
お

く
る
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は

あ
る
が
、
考
え
込
ん
だ
り
く
よ
く

よ
し
な
い
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
か
な

と
思
う
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
・
22
日
に
行
わ
れ
た

同
大
会
の
結
果
、
三
島
さ
ん
は
男

子
の
出
場
選
手
２
７
４
名
中
22
位

（
３
Ｒ
、
64
打
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
１
回
）
と
好
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
島
根
県
は
44
都

府
県
中
30
位
で
し
た
。

　

旧
野
波
店
で
、
９
月
４
日
松

江
市
消
防
本
部
に
よ
る
消
防
救

助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
店
は
建
築
か
ら
44
年
が
経
過
す
る
中
で
老
朽
化
が

進
み
、
解
体
工
事
を
施
工
す
る
「
ま
る
な
か
建
設
㈱
」

か
ら
、
同
本
部
が
訓
練
場
所
を
探
し
て
い
る
と
聞
き
、

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
同
建
物
を
訓
練
場
所
と
し
て

提
供
。
ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
堅
牢

な
建
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
地
震
災
害
発
生

被
災
地
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
名
の
国
際
消
防
救
助
隊
登
録
隊
員
を
は

じ
め
、
各
種
救
助
隊
員
や
警
防
課
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や

工
事
関
係
者
な
ど
約
30
名
が
参
集
。
訓
練
は
半
日
ず
つ

交
代
で
隊
員
が
参
加
し
、
隣
の
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
要
救
助
者
を
壁
に
穴
を
開
け
救
出
す
る
訓
練
や
、
１

階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
要
救
助
者
を
２
階
の
床
に
穴
を

開
け
救
出
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
本
部
南
消
防
署
高
度
救
助
隊
の
石
川
浩
史
消
防
司

令
補
は
「
日
頃

行
う
訓
練
で
用

い
る
も
の
よ
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
厚
く
、
鉄
筋

も
多
く
入
っ
て
い
て
貴
重
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

越
野
浩
昭
本
部
長
は
「
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
野
波
店

の
建
物
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
、
最

後
の
地
域
貢
献
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
訓
練
の
中
で
得
た

も
の
を
、
こ
れ
か
ら
の
救
助
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
隊
員
た
ち
に
激
励
を
送
り
ま
し
た
。

（
解
体
工
事 

7
月
22
日
～
11
月
25
日
予
定
）

三
島
武
さ
ん
が
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
！

旧
野
波
店
を
提
供
し

消
防
救
助
訓
練
を
実
施Ｅ

Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り　組んでいます。

２階の床に穴を開け１階へ救助に降りる隊員壁に三角の穴を開け救助に向かう隊員

消防隊員へ激励を送る越野本部長（左）

石川司令補

お祝いを贈呈する越野本部長(左)と三島さん
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Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

☆開催場所
©よい食P

2024秋のイベントカレンダー
おいしい秋みーつけた！

Ａｕｔｕｍｎ ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＡＲ

皆さまのお越しを
お待ちしております！

東
出
雲
支
店
新
築
工
事 

安
全
祈
願
祭穿初の儀で鍬入れをする越野本部長 神事の様子

　

く
に
び
き
地
区
本

部
は
９
月
３
日
、
東

出
雲
支
店
新
築
工
事

の
安
全
祈
願
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

同
工
事
は
、
現
在
同

町
揖
屋
に
あ
る
現
支

店
を
錦
新
町
へ
移
転

新
築
す
る
も
の
で
、
当

日
は
越
野
浩
昭
本
部

長
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
関

係
者
、
施
工
す
る
㈱
大

前
組
や
工
事
関
係
者

な
ど
約
20
名
が
出
席
。

阿あ

だ

か

え

太
加
夜
神
社
の
佐

草
利
彦
権ご

ん

禰ね

ぎ宜
に
よ

り
神
事
が
行
わ
れ
、
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

神
事
後
、
越
野
本

部
長
が
施
主
を
代
表

し
、「
現
在
の
東
出
雲

支
店
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
出
雲
町
の
中
心
に

拠
を
構
え
て
い
ま
し
た
が
、
築
50
年
を
迎
え
老

朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
安
全
面
で
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
し
た
。
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
さ
ら
に
安
全
で
快
適
な
施
設
を
提
供

す
る
た
め
現
場
所
で
の
改
修
で
は
な
く
、
新
た
に

町
内
の
中
心
的
な
場
所
に
移
転
新
築
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
工
事
が
無
事
完
遂
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

（
新
築
工
事 

8
月
23
日
～
令
和
7
年
1
月
14
日
予
定
）

10月10月
26日26日㈯㈯ 10:００～15:0010:００～15:00 鹿島町文化祭 ☆鹿島公民館

27日㈰ 7：30～8：30 法吉さわやか朝市 ☆JA法吉支店　駐車場

11月
 
 

2日㈯ 10：00～14：00 美保関マリンハートフェスタ ☆美保関公民館　他

3日㈰

9:00～15:00 名尾が丘まつり ☆生馬公民館・駐車場

9:00～15:00 竹矢地区文化祭 ☆竹矢公民館

10：00～14：00 JAしまね宍道支店農業祭 ☆JA宍道支店　駐車場

10：00～14：00 島根町ふれあいフェスティバル ☆マリンゲートしまね

9日㈯ 8：30～13：00 JAグリーンつだ産直まつり ☆JAグリーンつだ

15日㈮ 
9:00～14:00 JA総合展示会＆アグリミーティング

※詳細はP21参照 ☆くにびき地区本部16日㈯

16日㈯ 9：00～14：00 JAグリーンかわつ産直トラック市 ☆みしまや東川津店　駐車場

17日㈰ 9:30～14：00 松江市農林水産祭
※詳細はP20参照 ☆くにびき地区本部

23日㈯
9：30～13：30 エコロふるえ祭 ☆エコロふるえ　駐車場

9：30～12：00 エコロやくも祭 ☆エコロやくも　駐車場

24日㈰ 10：00～14：00 たまゆファーマーズ祭 ☆JAFARMERS
　Aコープたまゆ店　駐車場

※イベントによって予定時間より早く終了する場合がございます。ご了承ください。
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理

今月の
料理人

宍道支部のみなさん（左から）

・佐藤　愛子 さん
・永江　りえ さん

秋の食卓を彩る、カボチャとさつまいも。やさしい甘さでほくほくした食感
がたまらなく、お好きな方も多いのではないでしょうか。食べ応えもあるの
でボリュームを出したいときにもぴったりなメニューです。栄養も豊富な秋
の味覚を楽しみましょう！
カボチャのクリームシチュー（４人分）

さつまいものコロコロサラダ（４人分）
さつまいも…………………………… 小1本
水………………………………………適量
塩………………………………………適量	

マヨネーズ………………………… 大さじ2
砂糖… …………………………小さじ1／2
粗びき黒こしょう………………………少々

①カボチャは横半分に切ってから縦1.5㎝幅、横 3㎝幅に切る。
　玉ねぎは１㎝幅のくし形切りにする。
②���フライパンにバターを入れて弱めの中火で熱し、①を入れてサッと炒める。
玉ねぎが透き通ってきたら小麦粉をふるい入れて炒める。

　�粉っぽさがなくなったら、水を加えて溶きのばし、顆粒スープの素、牛乳、塩、
こしょう、ウィンナーソーセージを加える。煮立ったら、時々混ぜながら約
10分煮る。

③ブロッコリーは小房に分け、耐熱皿に入れて水少々（分量外）をふる。
　�ラップをふんわりとかけて電子レンジで約２分加熱し、②に加えてひと煮立
ちさせる。

①さつまいもはよく洗い、皮付きのまま１㎝角に切って水に５分ほどさらす。
②�鍋にさつまいもを入れ、かぶるくらいの水と塩を小さじ１／２を加えて火に
かけ、８分ほど茹でる。やわらかくなったら湯を切る。

③�粗熱がとれたらボウルに入れ、マヨネーズ、砂糖、塩を加えてあえ、粗びき
黒こしょうをふる。

作り方

作り方

カボチャのクリームシチュー、さつまいものコロコロサラダ

作ってみませんか？作ってみませんか？

・保存容器に入れて、冷蔵庫で２～３日間保存できます。

・冷凍ブロッコリーを使用する場合は、解凍してから入れてください。

ポイント

ポイント

カボチャ………………………………1／4個
玉ねぎ…………………………………… 1個
ブロッコリー（冷凍のものでもよい）
…………………………………… 1／2株
ウィンナーソーセージ……………… 12個
バター………………………………… 30ｇ

小麦粉… …………………………… 30ｇ
水…………………………………… 600㏄
顆粒スープの素…………………… 小さじ1
牛乳… ………………………………600㏄
塩………………………………小さじ1／2
こしょう…………………………………少々

11月14日木・15日金11月 ふれあい訪問日

※各相談とも無料で
　お受けしています。1111

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※11月の土曜営業日は16日、30日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間
6 水 税 務 相 談 会 川 津 支 店（TEL：23-2424）10：00～12：00
7 木 税 務 相 談 会 東出雲支店（TEL：52-2022）10：00～12：00
8 金 税 務 相 談 会 統 括 支 店（TEL：55-3028）10：00～12：00

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

「しまねびより９月号」17ページの「松浦嘉昭さんが宝塚市大使に就任！」の記載に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

（誤）山根晴恵宝塚市長　➡　（正）山﨑晴恵宝塚市長・　　　　　　　　　　　　  ・

お詫びと訂正
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主催  松江市農林水産祭実行委員会
お問い合わせ：JAしまねくにびき地区本部 営農企画課 TEL

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

ＪＡしまねくにびき地区本部　統合10年記念企画
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11 15 16金 土
9:00～14:00

2024 自動車 農　機 ガス器具

開催場所

たまご（６個入り）
プレゼント!!

開 催 日

至 八束町

至 県庁

至 松江駅

総合体育館

合銀

路
道
き
び
に
く

くにびきメッセ

一畑バス
北公園 松江北消防署

大　橋　川

農機・自動車
センター

両日で
350
パック

ミニアグリミーティング＆
JA総合展示会

ご来場記
念品

※数に限りがございます。なくなり次第終了します。

TEL

TEL

TEL

TEL

くにびき営業所
自動車センター
営農企画課
生活燃料センター

島根県松江市西川津町1635-7
（JAしまねくにびき地区本部前）

TEL

TEL

TEL

TEL

くにびき営業所
自動車センター
営農企画課
生活燃料センター

島根県松江市西川津町1635-7
（JAしまねくにびき地区本部前）

サクセスロ
ード・

・おかいち
さんちゃん

ファーム

MENU

移動販売
車・

キッチン
カーもくる

よ!!
フード

コーナー

JA全農島根農機サポート㈱JA全農島根農機サポート㈱

シロアリ
駆除

スズメバチ
駆除 床下断熱

アンケートにお答え
いただくと

粗品プレゼント

気になったらコダマサイエンスにご相談を！
調査無料

● ミニセミナー 

● 土壌分析実施中

● ご提案コーナー

～ あなたの「畑」の土は、健康ですか？ ～

開催時間 （20分程度）

● 斑点米カメムシ防除について

※土壌分析の結果報告については状況によって、お待ちいただく場合があります。

～イチオシ資材のご提案～
　● 土づくり資材の必要性　● 省力化資材の紹介
　● おすすめの除草剤　　　

簡易版
（pH・EC測定）

pH 土壌の酸性、アルカリ性をみる目安
多くの作物はpH5.5～6.5の弱酸性を好みます。

★その場でわかる簡易診断！
★お１人様２点まで
★移植ごて１杯分（約50g）採取し、当日
　ビニール袋に入れてお持ち下さい。

土壌の養分濃度を見る目安
数値が高いほど養分が多いことを表します。EC当日ご来場の方のみ

分析料
無料

ミニアグリミーティング ご案内の

❶10:00～　❷13:00

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

主催：島根県農業協同組合 くにびき地区本部　  共催：JA全農島根農機サポート株式会社

オイル交換金額及び割引サービスの変更についてお知らせ
原油価格や運送費の高騰等に伴い、オイル交換金額及びサービスについて変更します。
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

内
　
容

令和6年

10月1日～
品番 変更前 変更後
0W-20 1,500円 ➡ 1,800円
5W-30 1,200円 ➡ 1,500円

変更前 変更後
オイル交換無料券 ➡ オイル交換半額券

（1）オイル交換代金(定価)変更※1㍑あたり（工賃込み） （2）オイル交換無料券の廃止

※お手持ちの無料券は有効期限内にご利用ください。

変
更
日

21 2024.10 2024.10

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報
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